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■報告事項① 山形県景観形成審議会景観審査部会の案件報告等について 

 
○前回審議会(R5.3.24）開催以降の部会の開催状況 

 R5.10.16  案件「景観法第 16 条の届出が予定されている事前相談について」 

 R6. 2. 7  案件「景観法第 16 条に基づく景観届出に関する、 

審査部会を開催するにはあたらないとする判断基準の運用について」 

 

○報告案件 

「景観法第 16条に基づく景観届出に関する、 

審査部会を開催するにはあたらないとする判断基準の運用について」 

１ 背景・経過 

県の景観計画区域において、都市計画区域外の土地又は都市計画区域内で用途地域の指定の

ない土地の区域（以下「白地地域等」という。）に建設する建築物及び工作物については、景観形成

基準で定める「眺望景観の保全」の基準（下欄）への適合が求められる。（適合が認められない場合

は景観法第 16 条第３項の規定による勧告及び同条第６項による協議要求の対象となる。） 

 

「眺望景観の保全」の基準 

都市計画区域外の土地又は都市計画区域内で用途地域の指定のない土地の区域（以下「白

地地域等」という。）における建築物及び工作物は、保全対象の眺望景観（別表第２に掲げる眺望

景観をいう。以下「保全対象眺望景観」という。）における視点からの主対象の眺めを著しく阻害し

ないこと。 

また、建築物及び工作物の高さは、視点と主対象の上端を結ぶ面（以下「眺望面」という。）を超

えないようにすること。 

やむを得ず眺望面を超える場合は、当該建築物及び工作物の位置、形態意匠を保全対象眺

望景観全体と調和のとれたものとすること。 

 

これまでの届出された大規模建設行為において、やむを得ず眺望面を超える計画については、 

視点からの主対象の眺めを著しく阻害することになるとは想定されないような計画地（既に工業団地

化が進んでいるような地域内での工場等の計画など）であっても、原則、景観形成審議会審査部会

に意見を求めたうえで、事業者に意見書等を発出するなど、時間を掛けた審査対応を行っている。 

２ 課題 

事業者側として、景観上大きな支障はないだろうとの認識で、立地～事業計画を進めた終盤にな

って、想定していなかった協議（計画高さの見直し等）が発生することで、事業者側に事業計画上の

懸念を生じさせる案件も生じている。 

令和５年９月１１日開催の審査部会にて、部会からの意見として、既に工業団地化が進んでいるよ

うな計画地において、眺望面を超えるというだけで全ての案件を審査部会を開催し時間を掛けて審

査を行うことについて、「審査を簡略化できる基準等を検討すべき」との意見をいただいた。 
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３ 基準の適用方法の見直しの方向性 

 現在の基準の適用の仕方の改善策としては、市町村の都市計画を見直す（用途地域に改定する。）

という方法と、市町村が景観行政団体になったうえで市町村独自の景観計画を策定するという方法も

考えられるものの、いずれも市町村の様々な意向が伴う必要があり、県内一律に手続きの改善が図

られる方法ではないことから、県の景観形成基準の審査における運用基準を定めるという方向性で、

改善を図りたい。 

 

４ 審査部会を開催するにはあたらないとする判断基準について 

 （別添）「景観形成基準における「眺望景観の保全」に係る審査の運用基準（案）」として、審査部会

に提案、内容について意見を求めた。 

 

５ 審査部会からの意見の要約と今後の対応  

１）原則的に、基準の条件での運用によってよいと考える。 

２）現地調査を行うにあたって、従来どおり客観的な物理データを元にした検討資料の 

作成のもと審査を行うこと。 

３）現地での判断において、審査の経験年数が浅い担当のみの判断にならないよう、 

経験年数が担保される２人構成で実施すること。 

４）審査部会に諮らず適合と判断した案件については随時、部会長への報告を行うこと。 

５）そもそもの景観形成基準への適合意識の啓発、事業主への啓蒙について今後、検討 

をお願いする。 

 

◎上記意見をふまえた運用とすることを事務局側で整理したうえで、審査担当課（総合支庁建築課）

に正式に通知することとする。 
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